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(海外報告)

ア メ リ カ文 化 ・デ ザ イ ン ・国 際 ゼ ミナ ー ル

藪 亨

この夏,西 部 開拓時代の名残 りを とどめるアメ リカ中部 の都市 カンサス ・シ

テ ィー を訪 ず れ ま した。 大 阪 芸 術 大 学 が カ ンサ ス ・シ テ ィー美 術 大 学

(KansasCityArtInstitute)と 共 催 した 「アメ リカ文化 ・デザ イ ン国際 ゼ ミ

ナ ール」(InternationalSeminarinAmericanCultureandDesign)(1985年7月

20日m月9日)に 参加す る機会 を得たか らであ ります。本ゼ ミナールが 開か

れ たカンサス ・シテ ィー美術大学 は,約 百年 の歴 史を もつ美術 とデザ イ ンの四

年制大学であ り,緑 に包 まれたその広大 なキ ャンパスにはヴィク トリア朝風古

建築の本部棟(図1)を 中心 に各学科棟がゆ った りと立 ってお ります。

さて,本 ゼ ミナールは,体 験 的学習 に重点 を置 いてお り,そ の中核 の ひとつ

は午前 にお けるヴ ィジュアル ・コ ミュニ ケーシ ョン ・コースで した。 この コー

スの 目的 は,ア メ リカの美術 とデザ イ ンの良 きセ ンスを専 門的に教 えることで

あ り,講 師 はデザ イ ン学科のS・ サイ ドリンガー教授 とL・ ボー ドリー助教授

で した。 そ して, .ア メ リカでの両講師の通常授業 と同 じ形式 ですす められたこ

の実習 は,次 の3課 題か らなってい ま した。 第1課 題 は,ア メリカの最 もポ

ピュラーなフ ォー ク ・アー トの ひとつであるキル トを手本 としたパ ター ン ・デ

ザ インであ り,3角 形 を規則的 に配列 して案 出 した基本パ ター ンを複写機 でコ

ピー し,こ れ を複数枚組 み合 わせてキル ト大の作 品に仕上げ ました。その結果,

思 いがけない斬 新なパ ター ンが続 出 し,デ ザ インがデザ インを新たに生 む こと

を教 えられたので した。第2課 題 は,本 ゼ ミナールの宣伝パ ンフレ ットをテー

マ とした タイポ グラフィーであ り,構 成主義的な タイポグラフィーのや り方が ・

適確 に指導 され,完 成作 品は メデ ィア ・セ ンターでTシ ャツに印刷 され ま した。
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最後の第3課 題 は,諸 国の民芸品 などの対 象物 を前 に しての ドローイ ングであ

り,そ の基本的な心構 えや技法が詳細に解説 され,練 習制作 を経 て色彩 を伴 っ

た大画面の作品 を仕上 げま した。 こうした実習 を通 して印象的であったの は,

教 える側 と教わる側 との緊密 なコ ミュニケーシ ョンの重視であ り,ま た個性 を

重 ん じなが らの明 る く開放的な 自由主義的教育であ りま した。

ところで本ゼ ミナールの もうひとつの眼 目は,広 くア メリカの生活 と文化 を

紹介す るための各種行事 で した。本ゼ ミナールのデ ィレクターのG.P.バ リス

教授の先導で午後,夕 方そ して週末 にマイ クロ ・バ スに乗 りこみ様 々な ところ

にで かけま した。 ことにその圧巻 は,75年 の歴 史を もつ ホールマ ーク ・カー ド

社 の見学 であ り,デ ザ イ ン ・ス タジオへ の入室 が特 別 に許 され,各 種の グラ

フ ィック ・デザ イナーの仕事振 りをつぶ さに見 ることが で きました。 また他 日

には,当 地 のララzク ・ロイ ド ・ライ トの住宅 に案内 され,そ の室内空間の 日

本的 ともいえる厳粛 な幾何学的秩 序に強 く心 を動か され ました。 さらにはまた

一方では ,大 学 関係者 などの家庭での晩餐会 に毎晩の ように招 ねかれ,当 地の

生活習慣 などを十分 に体験 しま した。 しか もこの折 にはベ ッド ・ルームを含め

たすべての部屋 を見せ ていただ き,生 活様 式 を知 る上で大い に参考にな りまし

た。 また特筆 すべ き行事 としては,「 生 きのび るためのデザ イ ン」の著者 とし

てわが国で も評判 になった カンサス大学 のヴ ィクター ・パパ ネ ック教 授の特別

講演があ げ られ ます 。「デザ イ ンとは何か」 と題 したその講 演は,教 授 のデザ

インに対す る基本的な考 え方のみ を論 じた もので したが,論 理的で説得力 にみ ,

ちてい ま した。 とはいえ,そ の機能主義的なデザ イ ン論 とアメリカの商業主義

的 なデザ インとのずれが気がか りな点 として残 りま した。

おおよそ以上の ような内容 か らなった当ゼ ミナール は,そ の まとめ として受

講者全員(教 員1厂名,学 生9名)の 課題作品 を展示 した展覧会(図2)を 大学

構 内のケ ンパ ー・・ギャラ リーで開催 しま した。当地の新 聞が その前 日に これを

報 じた こともあ って当展 はなかなかの盛会で した。そ して最終 日には,修 了晩

一115一



餐会 にひきつづいて修 了式が本部棟内のバ ンダースライスの間で挙行 され,G

.パ リーノ学長か ら修了証書が参加者全 員に授与 され,本 年度のゼ ミナ ールの

幕 を とじたので した。

なおわれ われ一行は,こ の後,ニ ューヨー ク,サ ン ・フランシス コそ してホ

ノルル と研修旅行 を約2週 間にわたってつづけ,8月20日 に帰国いた しま した。

図1カ ン サ ス ・シ テ ィ ー大 学 本 部 棟

図2ケ ンパ ー ・ギ ャ ラ リー に 展示 され た課

題 作 品 を前 に しての 講 評 会
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